
本日の内容

• HACのこれまでの離島でのふるさとチャーター取り組み紹介

•今期新たなHACのふるさと教育チャーター事業の企画内容の紹介

• その他取り組み（JALふるさと納税サイトとの連携）

2021年10月

株式会社北海道エアシステム



地域貢献の一環として、奥尻島の小学生を対象の課外授業で、「奥尻島上空飛行体験」と「HAC 航空教室」を

町の教育事業として毎年秋に実施。

【航空教室】

運航・客室乗員と整備士がクイズ形式で、子どもたちに空への興味・関心を高めてもらいました。

「奥尻島上空飛行体験」、「HAC 航空教室」

【遊覧飛行】

ふるさとの奥尻島を上空から眺め、子供たちの郷土愛育む目的のため、児童１８名、保護者１１名

に搭乗してもらいました。（上空飛行は約30分の飛行）

奥尻島



利尻島の小学生を対象の課外授業で「上空飛行体験」、「HACお仕事講座」を町の教育事業として利尻富士

町、利尻町それぞれ毎年5月に実施。

「利尻島上空飛行体験」、「HACお仕事講座」

利尻島

パイロットや客室乗務員、整備士が小学6年生21人に空の仕事を紹介
し、利尻島上空を飛行しました。

上空で窓から見える景色を説明するHAC
の副操縦士

利尻富士の愛称で親しまれる利尻山
を上空から眺める

地元自治体では、子供たちに
航空に対する興味を持っても
らうと同時に、郷土愛を育ん
で欲しいという。



「知床国立公園」や「阿寒摩周国立公園」、冬季には流氷など、自然豊かな地域に位置
する女満別空港を利用した持続可能なふるさと教育チャーター事業を提案したい。

女満別空港

①ふるさと上空飛行体験

②HACオリジナル講座
（航空教室等）

2020年10月に就航を開始した女満別空港の利用促進をはじめ、地元地域の皆様とのより
良い関係を持ちながら、地域に貢献できるような継続的な事業を模索していきたい。
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ふるさと教育チャーター事業

背景・狙い

✓ 「知床国立公園」や「阿寒摩周国立公園」、また冬季の流氷など大自然を堪能できる地域において、地元の皆さま

に改めて地域の良さを実感してもらうため、社会教育的な側面から「ふるさと教育事業」として地元住民向けへの公

共性の高い事業として展開する。
✓ 子供たち若い世代の方に空港をもっと身近に感じてもらえるよう飛行機の上空飛行体験として展開する。

①
ふ
る
さ
と
上
空
飛
行
体
験

旅程 女満別空港発着（日帰り） 約５０分の上空飛行チャーター

時期・曜日 ２１年度冬期ダイヤ期間の１１月、２月（具体的な日程は次頁参照）

機材・席数 ATR４２-６００型機・４８席 ※非常口座席(計6席)は、15歳未満は安全上の事由から使用不可。

便名・運航ダイヤ JL４３６８ 女満別空港１１時２０分発 → 女満別空港１２時１０分着（５０分）

対象者 各自治体で選定（次頁参照）

飛行ルート

①知床半島～阿寒摩周国立公園の上空の飛行ルート（約５０分間）

②厳冬期の網走沖合の流氷遊覧の飛行ルート（約５０分間）

③置戸町上空周辺の飛行ルート（約５０分間）

用機者 オホーツク総合振興局、大空町、置戸町

チャーター契約形態 オウンユースチャーター

②H
A
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講
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スケジュール 上空飛行チャーターの前後の時間帯に組み合わせて実施 例）９時～１１時、１３時～１７時

内容

地域貢献事業として、以下のようなコンテンツをHACスタッフおよび女満別空港スタッフから無償提供する。
✓ 空港でのお仕事講座や空港見学
✓ 飛行機の仕組み講座 （パイロットや整備士）
✓ 危機管理対応講座 （パイロットやキャビンアテンダント）
✓ お客さま対応マナー講座（キャビンアテンダントやグランドスタッフ）

ふるさと教育チャーター事業の提案概要



21年度計画一覧

2021年（令和3年） 2022年（令和4年）

日程 用機者 対象者 ふるさと教育コンセプト 航空教室

①2021/11/3（水祝）

※予備日11/23

オホーツク総

合振興局

オホーツク管内在住の

小学４～６年生

管内で働く人の仕事や地域の魅力発見・体験による地元

愛醸成の教育活動

空港で知床財団の方による知

床講座を実施

②2021/11/16（火）

※予備日11/17

大空町 大空高校の生徒

（主に1年生）

地域の人が働く仕事をテーマとした探求型授業の一環 フライト終了後に大空高校キャ

ンパスに移動して実施

③2021/11/18（木）

※予備日11/24

置戸町 置戸小学校の生徒

（5～6年生）

置戸町と周辺地域の繋がりや地元の空港で働く人の仕事

を学ぶ社会科教育

フライト前後で空港内で実施

（空港見学含む）

④2022/2/23（水祝）

※予備日無し

オホーツク総

合振興局

オホーツク管内在住の

小学４～６年生

地域資源の流氷を活用した環境テーマでの地元愛醸成の

教育活動

空港でオホーツク流氷館の方に

よる流氷講座を実施

①ｵﾎｰﾂｸ振興局

②大空町
③置戸町

④ｵﾎｰﾂｸ振興局
実施日

予備日

ふるさと教育チャーター事業として、計4回を以下の計画で実施する。



運航ダイヤ・機材繰り

定期便の便間に組み合わせる形で機材を活用して、上空飛行体験チャーターを実施する。

チャーター運航ダイヤ 11時20分発～12時10分着（飛行時間：50分間）
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機材：ATR42-600

非常口座席となり安全上
の事由から15歳未満の方
のご利用不可です。

翼が機体上部にあるため、翼が邪魔にならず、
どの席からも眺望が期待できます。



飛行ルート案 ①知床半島～阿寒摩周国立公園の上空の飛行ルート。 （約５０分間）

女満別空港

※飛行ルートは、
当日の気象状況に
より変更になるこ
とがあります。

11月のオホーツク振興局および大空高校



飛行ルート案 ②厳冬期の網走沖合の流氷遊覧の飛行ルート。 （約５０分間）

※飛行ルートは、
当日の気象状況に
より変更になるこ
とがあります。

2月のオホーツク振興局



飛行ルート（置戸町要望）
女満別空港 → 北見市 → 訓子府町 → 置戸町 → 置戸上空旋回

→ サロマ湖 → 網走湖 → 女満別空港に戻るルートを飛行。 (約50分)

女満別空港

特に置戸町は周辺を高い
山があるため、飛行高度
の制約を受ける可能性が
あります。

サロマ湖

網走湖

北見市

訓子府町

置戸町

11月の置戸町



来年度（22年度）上期に実施検討する場合のスケジュール

【スケジュール概要】

2021年11月 ：ふるさと教育チャーター事業の検討開始

2021年12月 ：ふるさと教育チャーター事業の計画策定・各種条件調整

2021年12月末：実施計画（実施日）の確定

2022年1月中旬：22年度夏期ダイヤ届出

2022年2月以降：チャーター契約の締結

2022年4月以降：ふるさと教育チャーター事業の実施

✓ 定期便の便間に組み合わせる形で機材を活用して、上空飛行を実施するため、定期便ダイヤ届出時
にチャーター実施日の定期便ダイヤを一部変更する。従って、22年度の夏期ダイヤ申請時期（2022
年1月中旬）から遡って、年内にはチャーター実施日の確定が必要となる。



JALふるさと納税サイトとの今後の連携予定

JALふるさと納税サイトと連携して、遊覧飛行の旅行商品を道内自治体の返礼品としての取り扱いを予定。

→ふるさと納税を介して、地域へ足を運んでもらうきっかけにもつなげていきたい。

北海道 〇〇市・町

〇〇空港発着流氷遊覧飛行

寄付額｜X0,000円

返礼品（案）

https://furusato.jal.co.jp/

https://furusato.jal.co.jp/

